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妊婦・乳幼児健康診査事業

前 年 度

子育てを支援し、お年寄りが元気な

健康づくり・保健サービスの充実

安心して健やかにくらせる健康と福

『ひと』がいきいき

0

50,779002790

51,05851,90949,02049,891

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

16 2794 16共済費 都道 02 01 01 034
7 210賃金 鳥取県市町村交付金
8 10,059報償費
11 727需用費
12 1,502役務費
13 38,544委託料
18 備品購入費
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要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

負担の軽減に努める。
また、妊婦への健康診査を実施することで、母体や胎児の健康の保持、増進を図る。

・乳児一般健康診査

（現行2単位）に増やして対応する。
が見込まれる。従前より十分な対応が困難となっていた1歳6ヶ月健診については、3単位
淀江支所で実施していた健診を平成19年度より統合して実施するため、約60名の対象者増

に、障がいの早期発見と養育支援、育児に関する相談及び指導・助言を行うことで、育児
乳幼児に対して総合的な健康診査を実施し、身体発育、精神発達の状態を把握するととも

を行うことで、母性と胎児の健康の保持が図れる。
　妊娠中毒症やB型肝炎ウイルスキャリア等の妊娠中の異常を早期に発見し、指導と治療
胎妊娠妊婦には、計７回の健康診査を実施する。
妊婦に対して妊娠前期、後期に各1回の医療機関における健康診査を実施する。なお、多
・妊婦一般健康診査
個別通知し、毎月３単位 (１単位は半日) 保健センターで集団方式で実施
・３歳児健康診査
個別通知し、毎月３単位（１単位は半日）保健センターで集団方式で実施
・１歳６ヶ月児健康診査
個別通知し、毎月２単位（1単位は半日）保健センターで集団方式で実施
・６ヶ月児健康診査
乳児期における心身の異常等を早期発見でき、適切な治療や指導が行える。
生後３～４ケ月時に1回、９～１０ケ月時に１回、委託医療機関で個別方式にて実施

母子保健法第１２条、１３条、発達障害者支援法第５条

１財源内訳
市町村交付金（多胎妊娠妊婦健康診査事業）

について検討が必要。
受診者の増加や健診内容の充実に伴い、実施回数を増やして受診者の分散化を図ること等
　1歳6ヵ月児健康診査　評価結果…充実拡大
　乳幼児健康診査　評価結果…現状維持

　＠5,580円×100人×1／2＝279,000円
２事務事業評価の反映状況

　3歳児健康診査　評価結果…充実拡大
オートレフを用いるなど視力検査の充実を図るとともに、軽度難聴の早期発見のため指こ
すり検査の導入について検討する。
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